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No. 27 (1982) 

新有機賦薬 N,N－ジメチJL,-N＇ベ←フェ二JL,-2－チアゾリル）

チオ原棄によ~パラジウムの吸光光度定量法キ

REIKO YooA, KAZUYA AKIYAMA, Ymctt1 YAMAMOTO, and YuKIO MURAKAMI 

与田玲子，秋山和也，山本有一，村上悠紀雄

新化合物 N,N－ジメチル町N'-(4－フェニルー2，チアゾリル）チオ尿素（DPTT）を用い，パラジウム

の抽出吸光光度定量法を検討し，微量パラジウムの最適定量条件を明らかにした。この化合物は

室温下， pH2で Pd2＋と速やかに黄色キレートを生成し，これはクロロホルムに容易に抽出さ

れる。モル比法によるキレートの組成比は 1: 2 (Pd2＋：試薬〉である。最適定量濃度は（5.9-

19.3) μg/10 mlである。

既報の N即メチルーNに（4－メチノレ，2帽チアゾリル）チオ尿素と比較の結果，キレートの吸収極大が

280nmから 290nmヘシフトし（Fig.1），その見掛けのモル吸光係数は 60%増大した。これはチ

アゾール環の 4位に置換したフェニル基による共役系の増加と考えられる。他方，赤とう色結晶

として単離したキレート化合物は，元素分析及び質量分析により，上記の組成比に一致する。
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Fig. 1. Absorption curves of DPTT (a) 

and its Pd-chelate (b) in chloro-

form 
pa2+ :20μg;DPTT: 4. 0×10→M; 

Reference: CHCla 

本本報告は，分析化学30(1981) 160-164に発表．
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